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1988年

HAJ登山隊員募集

東コンロンの雄峰 東部カラコルムの王峰

新青峰 (6′ 860π )一未踏峰  リ モ(7′ 385π )一未踏峰

チベ ッ トと青海省に跨がる世界 の屋根、青蔵高

原には恰 も宝石をち りばめたように無数の湖水が

点在 します。その一つ可可西里湖の北にひっそり

と資える東昆蕎の秘峰が新青峰 (別名 モノマハ、

6,860m)です 。

時  期

記

1988年 5月 ～ 7月

(本年の偵察結果により時期を変更 した)

10名

100万円

冬山経験 4年以上のHAJ会 員 (会員

外の希望者は別途協議 します。)

HAJ事 務局まで

定員になり次第〆切ります。

HAJで は来夏、東部カラコルムに残こされた

最後の玉峰とも云 うべき リモ I峰 (7,385m)ヘ

インド登山財団 (IMF)と の合同で登山隊を派

遣することになりました。

つきましては、下記の通 り登山隊員を募集しま

すので、参加希望の方は、HAJ事 務局までお申

込み下さい。

言己

時  期 1988年 6月 ～ 8月 (約 70日間)

募集人員 3 名

負 担 金  120万円

資  格 ヒマラヤ登山の経験のあるHAJ会 員

〆 切 り 1定員になり次第〆切 ります。

募集人員

負 担 金

資  格

申込み先

〆 切 り

草原帯が、すべて お`花畑
″になっている別天地から抜きんでている岩

峰群、氷河を抱く山々を、 4,100mの お花畑からじっくりと望めた。氷河

の奥にも山容の整った 5,500m～ 6.000m弱 の山も。

(ゲニ峰登山隊)

ヒマラヤ No.■ 9=
1.ヌ ン

ー
7,000m峰を目指 して

一
HAJ女 子 ヒマラヤ登山隊

15。 ヒマラヤニ ュース

18.ヒ マラヤ登山入門  イン ド 0ヒ マラヤ編 (6)

21.連載 中国の少数民族(8)阿里のチベッ ト族② ―
山 森 欣 一

24.寸感・ 事務局日誌

表1紙 写真
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隊長 木下 祥子

1985年 8月 25・ 27の両日、日中婦人友好登山隊

は昆奇山脈の一角、 5,850mの 八花氷山に初登頂

した。この登山隊で友情、信頼が培われ、「どこ

か ヒマラヤの ピークに登 りたい、できれば 7,000

m峰を/」 との夢を抱いて帰国 した。

次の目標とすべき 7,000m峰 をあれこれ考えて

みるが、昆杏の残務があるため具体的なものにな

らないまま時が過ぎた。 1986年 5月 末 に報告書

が出来上ると、昆容の夢を夢のままで終 らせたく

ない、ぜひ実現 させようとの思いが脹 らんでいっ

た。

同年 8月 、小泉が大雪山を登 りに北海道を訪れ

たのを機会に、次回どうするのかを検討 し、「来

年の夏にインドの山に行 く」ことを決める。この

時点で参加見込みの木下、小泉、市川の 3人で資

料調べを始める。サ トパントとヌンの 7,000m峰

2座 と7,000m弱のケダル・ ドームを候補にあげ

て、 9月 インド・マナリで催された『第 4回 ヒマ

ラヤ登山観光会議』に出席の為訪印 した日本 ヒマ

ラヤ協会 (HAJ)理 事の阿部淳氏に IMFへの

仮申請を依頼 した。

結果は、1987年の 6～ 9月 は私たちの希望する

山及び他の 7,000m峰は既に予約済みであり、山

を変えるか、延期するかの事態となった。 3人の

職場の事情等から来年に実施することを前提にガ

ンゴトリの未だ予約の入っていない 6,500m以上

の山を選定することとした。

12月 初め、HAJ専 務理事の稲田定重氏か ら

「 シカール社のクマール氏が来 日しているので、

小泉さんが会 って、希望する山の申請について相

談 してみなさい」との助言があった。小泉が通訳

の寺沢玲子氏 (3月 に参加が決まる)と ともに、

クマール氏に私たちの希望を伝える。クマール氏

は早速 IMFと連絡をとり、ヌン西稜の内諾を得た。

こうして 7,000m峰の夢は現実の ものへと歩み

始めた。山が決まり、隊員も寺沢、貝塚が加わっ

て 5人 に増えると準備に張りが出て くる。隊員の

居住地が、東京、埼玉、北海道 (札幌、苫小牧)

と分散 しており、全員揃 っての ミィーティングは

1回 しか持てなかったが、手紙、電話で連絡をと

りながら準備を進め、出発の日を迎えた。
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隊の名称

目標の山

目  的

期  間

隊の構成

隊 長  木下

副隊長  小泉

隊 員  市川

″   寺沢

″   員塚

連絡官

ハイ 。ポーター

祥子 (43才 )

恵子 (33才 )

春代 (37才 )

玲子 (35才 )

珠樹 (26才 )

MALA HONNATTI(33才、女)

KALMA SHERPA
PASSAN SHERPA

計 画 の 概 要

HAJ女 子 ヒマラヤ登山隊1987年

カシミール・ ヒマラヤ、ヌン峰

西稜からのヌン峰 (7,135m)登頂

1985年 7月 26日 ～ 9月 5日

隊長 木下 祥子

隊員 4名
リエゾン・オフィサー 1名
ハィ・ ポーター    2名
コック        1名

隊 員 構 成

行 動 記 録

イ ン ドヘ 、 そ して BCヘ

7月 25日 、HAJ事 務所で 2度 目の全員揃って

の打ち合わせ。事務局の尾形好雄氏から注意事項

の説明と関係書類の引き継ぎがあり、その後事務

局の方々が壮行の宴を催 して下さる。

7月 26日 、小泉、寺沢の家族、友人に見送 られ

て成田空港からデ リーヘと飛び立つ。20時過ぎニ

ューデ リー空港に降 りると、予想どおり暑いが意

外と湿気が少いため不快感がない。出迎えのシカ

ール社の車でYMCAホ テルヘ。明日の予定を打

ち合わせて就寝。

7月 27日 、朝一番にシカール社に行き打ち合わ

せ。この後二手に分れて行動。木下、寺沢はまず

IMFに行きカトチ氏 と打ち合ゎせ。カトチ氏と

マナ リ登山学校のマハビール氏から、今年のカシ

ミールは異常気象で、 5月 下旬にスリナガールで

降雪、 6～ 7月 のフランス隊 (西稜のスキー滑降

並びにパラパント飛行に成功)は スノープラトー
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▼緑 と水の街、ス リナガール

で腰までのラッセル。 7月 20日 ドイツ隊がクンで

3人が滑落 し、重傷で入院との情報を得る。次に

日本大使館へ挨拶に、そして郵便局を回 ってYM
CAに戻る。

小泉、市川、貝塚はシカール社員とともにデポ

品を倉庫からYMCAに 運び点検する。

7月 28日 、木下、寺沢はシカール社に行き若干

の打ち合わせの後、シカール社員Mr.TRIPATHI

とともに別送品の通関に行 く。M■ TRIPATHIが

手際良 く手続きを済ませてくれるが、割 り当てられ

た担当者が仕事熱心 (?)で 、徹底的に荷を調べる

ため時間だけが過ぎ、ついにクリアーできなかった。

小泉、市川、貝塚は食料等の買い出 しと、デポ

品の整理。

クマール氏が、帰 りは日程の余裕がないか らと

夕食に招待 して下さった。

7月 29日 、木下、寺沢はM■ TRIPATHIと とも

に再度通関に行 く。担当者が変わり、 3箱オープ

ンしただけでOoKと なる。しかし、手違いがあって

荷を引き出せないため、Mr.TRIPATHIに 委任 し

てYMCAに 戻る。午後からクマール氏 とともに

IMFに 出かけ、リエゾン・オフィサーのMiss

MALA HONNATTIに 会 う。職業は銀行員、今

回が初めての任務で、C2か C3まで登りたいと希

望 している。一緒にYMCAに 戻り、支給及び貸

与装備の確認をして もらう。

小泉、市川、貝塚はデポ品を今回使用するもの

とデポする物に分ける。

夕方、 IMF前 副総裁のN・ D oJAYAL氏がYM
CAに来られた。1953年のヌン初登時の隊員であ

ったJAYAL氏 には、女子隊の ヌン登頂計画は感慨

無量のようだ。

7月 30日 、使用 しないデポ品を倉庫に運ぶ。シ

カール社に貴重品を預 けに行く。 リエゾン・ォフ

ィサー他の食料の契約箸、デ リー出発前に慌ただ

しく片付ける。13時20分 、隊員 5人、リエゾン・

オフィサーのマラさん、BCま での一切を手配す

るため同行するビス ト氏の 7人はス リナガールヘ

と飛ぶ。16時 40分ハ ウスボートに落ち着き、お茶

の後 シカラ 。ボー トで湖水巡りをす る。27日 にシ

カール社で顔合わせを したハイ・ポーターのカル

マ達 と再会する。

7月 31日 、州政府観光局の登山セクションの担

当者と打ち合わせ、食料、標識ポール用の竹等の

買い出しにと二手に分れて行なう。その合間にム

ガール庭園を見物、ちょっと観光気分を味わう。

8月 1日 、 8時 50分 、チャーターバスで出発。

ソナマルグの少 し先で、奥からの車待ちのため、

1時間半ほどの休憩 となる。ところが 3時間、 4

時間経っても一向に動 く気配な し。軍事道路では
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致 し方ないのだろうか。この道路ではこのような

事は珍しくないのか、運転手は炊事用具一式を積

み込んでおり、車内で調理を始めた。 8時間待っ

て出発。陽はとっくに沈んでおり、車窓からの景

色は望むべ くもない。日付が変ゎって 1時過ぎ、

カルギルのブージラ・ホテルに着いた。

8月 2日 、日曜日のため官公庁は休みであるが

警察署長が会 って くれ、カルギルを出発。昨日は

気付かなかったが、スル川沿いの道か ら望む風景

は集落の周辺だけが緑で、赤褐色の山肌が続き、

荒涼とした感じだ。 2時間ほど走って道が大きく

曲ると、突然 ヌンが姿を現わす。ピラミダルな白

い大きな山容に、思わず歓声を上げる。 しかし、

ルー トとする右手スカイラインは予想 したよりも

急で、身も心も引締る思いがする。

パニカルのポリス 。オフィスでチェックを済ま

せ15時 タンゴールの宿泊地に着いた。直ちに荷を

降 し、テントを張る。一時雨が降る。

8月 3日 (曇 リー時雨) 3時 頃から激 しい雨

がテントを打つ。起床時刻の 6時頃にはあがった。

N

tlト・ .1

Zl

Mt.ヌ ン概念図

今 日はBCまで往復 しての順応活動。幕営地の背

後のガレを抜けて踏跡程度の道に出る。谷を渡 っ

て高山植物の咲く山腹を登る。ジグザグに道が作

られている。最後の登 りの部分が雪がついている。

ポーターは左手の岩場を軽々と登 るが、リエゾン

・ォフィサーには難 しいと判断 して、雪壁に足場

を切り、ザイルを固定する。少 し下ったセンティ

ック氷河から流れ出る川の左岸をBC(4,100m)

とする。石を積んだ囲いや小さな紙 くずが目に付

き人間臭さを感 じるが、毎年数隊訪れるのに、き

れいだというのが第一印象だ。正面にD41が見え、

快適な場所だ。荷を石囲いに置いて下山。タンゴ

ールの村に近づいた頃から激 しい雨が降る。

8月 4日 (曇 り) 体調の優れない貝塚と付添

いの寺沢を残 してBC入 り。 4つのテントを張り

終えてから、ハイ・ポーターのパサンに食料等を

持 ってタンゴールに下りてもらう。

寺沢、貝塚はカルギルのエージェントの案内で

タンゴールの周辺を散策する。  (記 、木下 )
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登 山 活 動

8月 5日 (曇 り夜に雨) BC― Cl間はポー

ターの背負う重量は18k9で あり、プラパールボッ

クスの重量を調整する。隊員は10k9位の荷を背負

ってCl設営に登 る。石を積んで整備された道 (ヌ

ン・ハイゥェィとでも命名 した くなる)が奥に延

びている。15分位で道も切れ、モレーン歩きとな

る。川を右岸に渡ったあたりから雪におおわれて

いる。急な雪壁を登 り、不安定なガレ場を急登 し

て上部モレーンに出る。台地状を少 し進むと、流

れの対岸にテントが見える。センティック氷河が

左に曲るあたりで、標高 4,450m付近である。ハ

イ 。ポーターのカルマからスペイン隊と知らされ

る。挨拶に遠回 りするのも大変なので、別の機会

にでもと考え、進む。と、スペイン隊の人が登って

くるので待ってお互いに自己紹介をする。隊員 9

人で女性は 2人、ルー トは北稜 (北西稜か ?)。

アイスフォールは易 しいかロープをフィックスし

てあるので使用 してかまわないとのことである。

左手の脆そうな岩壁を回り込むようにして支氷河

の急斜面を登る。歩 く速度が鈍 くなる。一歩一歩

登 っていくとキャンプの跡が出てくる。右岸の縞

模様の大岩壁の基部が cl(4,900m)だ 。アイス

フォールに動 く人影が見えるが、ロープは双眼鏡

でも確認できない。テントを張って下山。寺沢、

貝塚、パサンが BC入 り。荷 も3日 がかりで全て

BCに集結 した。全員 BCに揃い、そして任務を

終えたビス ト氏が明朝下山するので、BC開 きと

送別会を兼ねた宴を持つ。

ビス ト氏に託そうと皆、手紙書 きに精を出す。

8月 6日 (晴後曇 り)寺 沢、貝塚、マラさん

は順応のため cl往復、タンゴールのポーター 5

人 とパサン、そ してコックのラクパは荷上げ。木

下、小泉、市川、カルマは休養。とは言え、BC
の整理に 1日 中かかる。

8月 7日 (晴後曇 り) 小泉、市川はCl入 り、

カルマはclに荷上げしてBCに戻る。木下、寺

沢、貝塚、パサンは休養 し、装備、食料の整理 と

装備 リストを作る。       (記  木下)

8月 8日 (晴後にわか雪)今 日からスノー ト

レを登山靴、アイゼンに履き替えての行動となる。

スノープラトーから見えるヌン峰が、どう私たち

を迎えて くれるのか、不安と期待を持って小泉、

市川は Clを出発する。

アイスフォール (400m)の 登 りは、先月中旬

より北西壁か らの登頂を目指 しているスペイン隊

のフィックスロープを使わせてもらう。このアイ

スフォールのルー トエ作に丸 1日 を要すると考え

ていたので大いに助かる。アイスフォールにはま

だ陽があた らずロープが凍っており、ユマールが

利かないので注意 して登る。アイスフォールの下

部は急で50度はあるだろう。幾つかのクレバスを

飛び越え、約 200mの フィックスが終了すると、

右手にD41を見ながらの緩やかな登 りとなる。 こ

こからス リナガールでようや く手に入れた竹竿を

立てていく。

スノープラ トーは広大な雪原である。スペィン

隊の連絡官が何度も
t` Very far"と

話 していたの

が頷ける。ヌン峰を前方にスノープラトーを進み、

西稜の取付寄 りにC2を 建設 し、ガスがかか って

きたので早 々に下山する。

真近に見る西稜、特に頂上直下や通称
t(カ ニの

ハサ ミ"は 、私たちが予想していた以上に傾斜が

あり、私たちの力でやれるかどうか不安になる。

北西稜を登攀中のスペイン隊を確認する。

-5-
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木下、寺沢、貝塚、カルマ、パサンは Clに荷

上げして、装備、食料のボックスを整理する。 リ

エゾン・オフィサーも同行するが左膝が痛むため、

スペイン隊ABC手 前よりBCに戻る。

8月 9日 (晴時々曇り) 小泉、市川はClか

らBCに下る。木下、寺沢、貝塚、カルマはCl

入り。スペイン隊ABC上 のモレーンで両パーテ

ィが出合い、お互いの状況を報告。

8月 10日 (晴後曇り) Cl泊 りの 4人はC2

に荷上げに出発。 P5,600m(私 たちはアイス

クリームと呼んだ)の北東基部のあたりで C2の

位置について検討する。小泉は交信の際、少 し奥

にC2を張ったかもしれないとのことで、荷を置

き、頭痛がひどい寺沢を残 して C2を確認に行 く

が、 1時間歩いても見当らず、寺沢の体調が気掛

りで確認できないまま引き返す。帰路はスノープ

ラトーにもクレバスが確認できる。寺沢はまだCl

に居たマラさんとBCに下る。

小泉、市川はBCで休養。パサンは Clに荷上

げしながらマラさんに同行する。

8月 11日 (晴後曇り後みぞれ) C3建 設を前

にローテーションを考える。ルートエ作と荷上げ

の効率に良い人員配置と、隊員 5人とハイ 。ポー

ター2人の体調を併わせて検討 し、小泉、市川に

カルマを加えてルートエ作に当る。そのためカル

マは今 日Clで休養 し、木下、貝塚が昨日のデポ

品を C2に収納に行 く。デポ地から15k9以上の荷

を背負 って昨日より上部にルートを取ってC2を

目指すと、遠くからテントが確認できた。昨日も

すぐそばまで来たのだった。テント付近はクレバ

スが開いているので移動させる。安全な場所を探

すがどこもクレバスが開き始めているので、更に

奥か昨日のデポ地が適当と考え、デポ地にテント

を移す。

Cl入 りした小泉、市川からスペイン隊のリエ

ゾンが、アタックに行った 8人全員が戻らず交信

も止絶えているので心配だとスノープラトーに探

しに登 った、との交信があり、もし捜索協力の要

請があった場合のことを考えていると、動 く点が

3つ確認できた。

clでお互いの状況を報告 して、今後の予定の

打合せをして荷上げのパサンとBCに 下る。

Cl泊 りの 3人 はスペイン隊の 3人を細やかな

tea partyに招 く。彼箸から頂上直下まで登った

が登頂を断念 したこと、他の 5人は日数ギリギリ

までアタック態勢に入ることなどを聞 く。お互い

に片言の英語でなんとか通 じるものである。

BC休養の寺沢はマラさんからベジタリアン食

を全て用意するはずだったのに約束が守られてい

ない、とのクレームを受けた。
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▼ Cl(4,900m)

8月 12日 (曇 り時々雪又は雨)小 泉、市川、

カルマは C3建設のために C2入 り。カルマ用の

2人用テントを張るがポールが折れていた。 2時

頃から雨となるが湿雪でテントが濡れる。外はガ

スがかかっている。時折ガスが切れるが、山はほ

とんどガスの中。

木下、寺沢、貝塚、パサンはBC休養。

8月 13日 (曇 り後雪又は雨)C2は 相変わら

ずガスに包まれている。C3建設の出端を くじか

れガッカリする。シュラフの中でうとうとしてい

るとカルマが「ラムロー/ラ ムロー/」 と大声で

起こしに来る。テントか ら顔を出すとヌンが少し

ずつ姿を現わし始めている。急いで朝食を摂り出

発する。 しか し、途中よリホワイ トアウトの状態

になり、西稜取付から少 し登ったところにダンラ

イン、スノーバー類をデポしC2に 戻る。

今日Cl入りの寺沢、パサンとBC休養の木下、

員塚、マラさんはフィックスロープを使用させて

もらったお礼を言いにスペイン隊のABCを 訪れ

る。お茶をごちそうになり、日印西の友好の一時

を過ごす。

8月 14日 (曇 り後晴) C2は 昨日同様天気が

良 くない。西稜の取付まで行き、状態が良ければ

ルー トエ作する予定でテントを出る。昨日のデポ

地まで来るとガスで視界が利かなくなるが、大き

な岩を目印に左ヘ トラバースし、上部ヘダンライ

ン50m2本を固定 し下山する。今日、食糧の荷上

げがあればこのままC2に泊リルー トエ作を続け

るつもりであったが、Bcと 連絡が とれないため、

Clへ下る。

木下、貝塚が Clへの出発の準備を していると

パサンが寺沢の手紙を持 って くる。寺沢は昨夜か

ら熱と下痢が続いているためC2の荷上げを中止

し、Clで休んでいると書かれている。 Clに着

いてす ぐに、貝塚は寺沢の様子を診て指示を与え

る。 1時間程すると熱が下がり快方 に向った。し

ばらくして小泉、市川、カルマが Clに下 りて来

た。一昨日の夕方から交信がとれ始めたので一安

心。スペイン隊の 4人が立寄る。悪天候のためつ

いに断念、22時頃まで交歓会が続いた。

8月 15日 (曇 り)木 下、貝塚、パサンはC2
荷上げ。 2人用テントのポールが折れているため

テープで補修する。 C3へのルートをみるが、西

稜だけがガスの中で一部分しか確認できない。小

泉、市川、寺沢、カルマは Cl休養。マラさんも

Clに′白る。

8月 16日 (雪後晴後曇 り)昨 夜は満天の星だ

ったのに起きてみると3～ 5 cmの 積雪があり驚 く。

C2入 りの小泉、市川、カルマとC2に荷上げの

木下、貝塚は一緒に出発。アイスフォールに陽が

-7-
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当たると雪面を照り返 し暑い。クレバスも日増 し

に大きくなり、飛び越えたつもりで も後足がクレ

バスの端にひっかかりそうになったり、足を前に

出す とズシン、ズシンと不気味な音を耳にするよ

うになる。大きく迂回 しなければな らなくなった

クレバスをのぞくと竹竿が見える。不思議なこと

に妙な安心感が出てくる。木下、貝塚は荷上げ品

を置 くとClに 下山。

マラさんの見送りを兼ねて荷上げにBCに下り

た寺沢、パサンは、スペイン隊は下山 し、別のス

ペイン隊が既にBCに いる。 BCの周辺の緑が増

し高山植物が咲いている。BC～ Cl間は雪が融

け、また氷河上の水の流れが大きくなったため、最

短のコースが取れなくなり前よりも時間がかかる

ようになった等の情報を持って clに戻る。

8月 17日 (晴後雪) 小泉、市川、カルマは14

日のフィックス終了点から左上気味にルー トを取

リコルに出る (フ ィックス 100m)。 ガスの切れ

間か らキシュトワール山群が見える。コルから上

はガレ場、雪、氷の ミックス帯で落石に注意しな

が ら登る。部分的に氷面に凍りついている残置の

フィックスロープを見つけ掘り起こしを試みるが、

す ぐに時間と労力の無駄と解る。ルー トを 5,700

mま で伸ばしたところで雪がちらつき始め、時間

切れ となる。今後の行動を考え、 ミックス帯にも

・・・″~~C2(5,300m)

フィックスしC2に戻る。

木下、寺沢、貝塚、パサンはClで休養。

8月 18日 (晴後ガス後小雪後ガス後晴)小 泉、

市川、カルマは昨日に続きルー トエ作に向う。昨

日のフィックス終了点からカニのハサ ミ下の雪壁

ルー トエ作に時間がかかる (200mフ ィックス)。

雪壁を登 りつめると岩壁に 3本のハーケンでしっ

かりと支点ができており、古いロープが 8本 も固

定されている。カニのハサ ミの基部を偵察 し、30

mフ ィックスして下降する。

木下、寺沢、貝塚、パサンは C2に荷上げ。水

を作 り、ノートにメッセージを書いて Clに戻る。

(記 市‖1 木下)

.鶴
隋纏

.警
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▼スノー プ ラ トー とヌン

8月 19日 (晴)市 川は不調のため Clに下 り

ることになり、止むなく小泉とカルマで C3建設

に向う。 (今 日こそC3を作 らなくちゃ…)と い

う焦りと、確保の仕方等よく知 らないカルマと初

めてザイルを組むことに対する不安とで、重苦 し

い気持ちでカニのハサ ミに取付 く。

60～ 70° の氷壁をダブルアックスで右端の岩稜

寄りにルー トをとり、 150mの ロープを固定 し、

抜ける。核心部 といわれるだけあって、なかなか

いい傾斜を している。慎重にユマーリングしなが

らカルマもゆっくり登 って くる。

切れ落ちた雪稜に上がり、50mト ラバース。 こ

こにも残置フィックスがあるが、古いものは引 っ

張ると切れて しまう。

15:40カ ニのハサ ミ裏側の雪面を約 100m下降

した所を C3とする。念願の C3ができ、前途が

明るくなる。久 し振りに終日天気良 し。

下降はバ ックステップで、アイスハンマーを打

ち込みながらとなり、20:40C2着。

C2泊 りの木下、貝塚とC2荷上げの寺沢、パ

サンは一緒に C2へ。 5人でルー トエ作の 2人の

姿を追うが、ガスのため見えたり隠れたりだ。カ

ニのハサミの上に立った時、皆の表情は喜びで輝

いた。市川、寺沢、パサンは Clに下山。木下、

貝塚はC3建設祝いの赤飯をつ くる。

clで はスペイン隊の体調の悪い 1人 (後で隊

長とわかる)が休んでいた。かなりの重態の様子

で 1人の行動は不可能であり、夜になってパサン

が付添って下る。

8月 20日 (晴)7時の定時交信で、寺沢から高

山病のスペイン隊員のことについて報告があり、

今日C2への荷上げを中止 して様子を見に下りた

いとの要望がある。 こちらの予定が遅れており、

その余裕がない。心配であれば休養の市川 1人で

様子を見に行き、C2への荷上げをするように指

示する。 しか し再度昨夜の症状から放っておけな

いとの訴えがある。人命にかかわることなので認

める。

交信後、木下、貝塚は C3に荷上げに向う。朝

の出発の遅れと、木下の体調が悪 くスピードが遅

く時間切れとなる。カニのハサ ミの基部に荷上げ

品をデポして下山。

小泉、カルマは休養のために Clに下 りる。ス

ペイン隊員の様■
~を

見にBCに下りた寺沢は、夕

方には Clに戻る。

8月 21日 (晴後曇 り後雪、みぞれ) 木下、貝

塚は C3荷上げの予定であったが、木下にむ くみ

が現われたため中止する。 7時の定時交信で、全

員 Clに集合を伝えるが、交信後に貝塚の方か ら

体調が大変良いので C2で休養 して もかまわない

との申し出がある。尻上 りに体調が良 くなってい

る貝塚の申し出を受け、木下 1人で Clに下りる。

Clで今後の見通 しについて検討する。C3の

建設により登頂の可能性が大 きくなったが、日程

-9-
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▼カニのハサ ミの登 りとスノープラ トー

的にきつい。 2～ 3日 の登山期間の延長、C2で

休養 してのアタックを考える。そして C2に登 り

たがっているリエゾンの扱いは、BCに下りる木

下が C2ま で付添 って行動することを決める。昼

食後木下はBCに 降り、寺沢、パサンはC2に 向う。

今日も夕方になると天気が崩れ、みぞれが降る。

8月 22日 (晴)寺 沢、貝塚、パサンは C3ヘ

荷上げ。経験が浅 く技術の未熟なパサンには、寺

沢がつきっきりとなる。

小泉、市川、 カルマ

は C2入 り。

C2泊 りを主張 して

いた リエゾンが、登山

終了まで BCに留まる

ことになり、木下 1人

で Clに 上る。

8月 23日 (晴 一時曇)

寺沢、パサンは c3
へ荷上げ。体調が良い

貝塚は Clに下 りず、

C4建設のため小泉、

市川、カルマと共にC4

入りする。

木下は Clか らC2

に上る。

8月 24日 (晴)早 朝の C3か らは、北方に大

きな山塊、ナンガが、そして、一見して雲と見間

違うが、遥か西遠方には、カラコルムの山々が連

なって見える。 K2や チ ヨゴリザらしき山も見え

る。改めてヒマラヤの一角にいることを実感する。

小泉、市川パーティが先行 してルートエ作し、

貝塚、カルマが荷上げに続 く。幾重ものハンギン

ググレッシャーを迂回 しなが ら広いクレバス帯を

左上 し、雪壁を直上後、氷塊を巻 くように右 トラ

バースし、上部スノープラトーヘの出□を求める。

ヒドンクレバスを避け、崩れかかった氷壁に取付

き、恐 々抜けると、広い雪原が広がっていた。

ピラミダルな南西壁が真正面に迫る平らな雪面

を C4と する。ここまで くれば、あとは一か八か

登 るだけだ。結局、C4へ は大きく逆 S字状にル

ートをとったことになり、固定 した 350mの ロー

プを整理 しながら、19時 20分 C3に戻る。

木下はC3へ向うが、忘れた水筒をとりに戻っ

たため時間切れとなり、荷をデポして下る。寺沢

はClか ら装備の荷上げ、パサンは C2で休養。

20時の交信で、小泉から天候や日程的にもう余裕

がないので、C3で休養 して 4人でアタックした

いとの提案がある。C2で休養 し、体調をみてか

らのアタックを考えていたので即答を避けて、各

々が明朝まで熟慮することとする。

8月 25日 (晴) 7時 の定時交信で、本国は、

′

鷲̀
.

ま
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▼ C3～ C4間 の登 り
C3で休養 し明日C4

入 りし、C4か ら上の

ルー トを偵察すること

にす る。27日 アタック、

その際体調の良否を冷

静に判断することを決

める。

木下は打ち合わせと

激励を兼ねてパサンと

C31こ 上る。市チ|lι まむ

くみがひかないため、

断腸の思いでアタック

メンバーから降りるこ

とを自ら決断し夕刻、

木下たちと共にC2に

下りる。

この時点で、アタックメンバーは、小泉・貝塚

・ カルマの 3名 となる。

アタックは隊員だけでも可能だが、 7,000mを

越える高みでの標高差 835mを 1日 で登降するこ

とはかなりきついだろうこと、そして、万が一、

メンバ ーのどちらかに事故が生 じた場合、残され

たメンバーだけで、どれだけ充分な処置がとれる

かということを考え、又、これまでのカルマの行

動をみて、言葉 こそうまく通 じないが、数多くの

遠征隊で培われた経験 と勘の良さか ら、常に慎重

で安心 して行動を共にできる男と判断 し、メンバ

ーに加えることにする。

寺沢はC2で休養。

木下、市川、寺沢、パサンはClに下りて、テ

ント撤収、梱包、ゴミ焼却をする。予想以上に時

間を費 し、暗 くなったスノープラトーを、C2に

戻る。          (記  小泉、木下)

ヌン隊行動概要

C2設営 (5,300m)

C3設営 (5,800m)

C4設営 (6,300m)

アタ ック。小泉、貝塚、 カルマの 3名

が登頂。

BC撤収、タ ンゴール～ カルギル

カルギル～ス リナガール

ス リナガール～デ リー (by Air)

木下、小泉、市川はAl-308便 にて帰

国の途へ

12日

23日

26日

27日

31日

9月 1日

2日

5日

口rT

7月 26日

30日

8月 1日

2日

3日

4日

6日

Al-301便 にて日本出発～デ リー着

デ リー～ス リナガール (by Air)

ス リナガール～カルギル

カルギル～ タンゴール

タンゴール…… BC・・・・・・タ ンゴール

タンゴール……BC(4,100m)設 営

Cl設営 (4,800m)

-11-

▲ C4(6′ 300m)



ア タ  ッ ク

8月 27日 (晴 )い よいよアタック。なのに 1時

間も寝坊 し、 5:40出 発。本日も快晴だが、空の

青さが薄 らぎ、晴天域 も終わりに近づいているよ

うだ。昨日のフィックス終了点からは、 3人でア

ンザイレンし、83年のHAJ隊 通 り、迷 うことな

く西稜中間部に見える顕著な岩を目指し、慎重に足

場を切りながら左上 トラバース。 この間の好天続

きで雪が解け、ラッセルはないが下の氷が露出し、

却って危険な状態にな っている。

8:lo、 雪庇を切り、西稜に飛び出す と、広大

なスノープラトーが一気に視界に飛び込んで くる。

北斜面はまだ陽が当らず、風も強く寒い。頭上に

は真白い頂稜が、紺碧の空を突き刺すように真す

ぐに伸びている。ここに出て初めて「よし、ゃれ

る/」 という確信が湧いて くる。

アンザイレンしたまま、 3人で トップを代わり

ながら登る。膝上のラッセルと覚悟 していたが、

予想外に雪は締まっており助かるが、遅々として

進まず、山頂は一向に近づいてこない。

左手か ら伸びる北西稜の狭い雪面に、赤いテン

トが 1張見える。スペイン隊だ。中から2人 出て

きて、私達が登っているのをずっと見ている。

途中、荒縄のような古いロープが50m位 張って

▼西稜上部の登攀

あ り、しか も小 さな角材の切れ端 を支点にしただ

けの ものである。 このあたりか ら更に傾斜が増 し、

下降を考えると頂稜全面にフィックスロープが欲

しい。 しばらく登 ると左手にガ ラ場が現われる。

下か ら見るとこのガ ラ場を抜 けた所が山頂だと思

っていたが、雪稜 は一段 と狭 ま り、 ラクダの背の

よ うな雪のコブが更に 2つ続いている。 1歩 1歩

新雪を踏み しめなが ら登 ってい くと、 2つ目の雪

の コブの上に何か しら見え始める。近づ くごとに、

それがポールだと確認できる。足元 にポールが近

づ くと、その先は もう何 もなか った。

12:25 無事頂上 に立つ。皆が待機 しているC2
に、第一声を伝える。そして、皆の力な くして、

決 して頂上の 3人はあり得ないんだ ということを

ひ しひ しと感 じる。 3人で抱 き合 う。 カルマも涙

ぐんでいるようだ。

風 もなく360度の展望だが、遠 方か ら雲が湧き

出ている。背後には、黒 々と した クンが真近に響

えている。スペイン隊のものと思 われ る トレース

が頂上か ら北西稜へ と伸びていた。

1時間後に下降開始。スタカッ トで慎重に降 り、

登 りと同 じ時間がかかって しまい、陽が沈み始め

る頃、ようや く南西壁に入るが、全 く気が抜けず、

持参 したロープ 100mを固定 し、下降 している間

に暗 くなり、最 も恐れていた事態 となる。懐電を

・・t.

▲アタック隊を見守 る隊長 (C2)
-12-
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つけ、終始バックステップで降り続け、20時過ぎ、

基部に降り立つ。

朝か ら飲まず食わずの体は、緊張が抜けるとと

たんに
く
青菜に塩 "と なり、小泉と貝塚は、どう

にも真す ぐに歩けず、ヨレヨレになり、20:40テ

ントに辿り着 く。長い1日 だった。 (記 小泉)

8月 28日 (晴後曇り)アタック隊は昨日15時間

行動 しており、かなり疲労 している様子なので、

寺沢、パサンが C3ま で迎えに上る。

木下、市川は C2に残 り、仮登頂祝の御馳走作

りとゴミ焼却をする。

C2に 7人が揃い、嬉 し涙にむせぶ。天も私た

ちに味方 してくれたようで、今日から天候が崩れ

てきた。

8月 29日 (曇 り)C2を 徹収 し下山。Clに は

ポーターが荷下ろしに来ている。26日 に出来なか

った分を急いで梱包 し、ポーターに渡す。テント

を張ったあたりは念入りに掃除をする。

BCで は登頂を祝 しての飾 りつけやお花が準備

してあり、ラクパの心遣いに胸があつ くなる。 1

日早 く北稜から登頂 したスペイン隊、私たちの次

に西稜を登るスイス 。オース トリア合同隊も、お

祝いに来てくれた。

今日は寺沢の誕生日。 2つ のお祝いでラクパが

料理に腕をふるうが、バースディケーキが一番美

事だった。お祝いの宴が遅 くまで続 く。

8月 30日 (晴後曇 り)15時頃からポーター10人

が荷下ろしをするので、それに間に合 うよう、テ

ント干 しや梱包作業をすすめる。スペイン隊は本

日下山。

BC最後の夜なので、市川の号令の もとに隊員

それぞれが、得意の料理を作る。

▲遠 くK2を望む
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8月 31日 (曇 り)テ ントを撤収 し、掃除をして

下山。タンゴールからはジープ 1台、隊員とマラ

さんが乗ってゾージラ・ホテルヘ。 ここで車の手

配をするため 1日 早 くBCを発ったラクパと再会。

ビス ト氏たちもトラックで遅 く着いた。

9月 1日  夜中と言える 3時30分に 2台のジー

プで出発。 1時間走 った所で、車待ちのため停車、

カルマたちの トラックは 3時 にここに着き、他の

日本人旅行者は 1時から待っているという。15時

30分 、ようや く出発。20時ハウスボー トに着く。

9月 2日  午前中、カーペットエ場を見学に行

く。午後からデ リーヘと飛ぶ。 1ケ月ぶりのデリ

ーは湿気が多く、汗が流れ落ちる。

9月 3日  HAJ事 務局に電話で報告。シカー

ル社の精算予定であったが、クマール氏が出張中

で明日となる。午後からIMFに報告と挨拶に行

く。マラさんが先に来ており、一緒にカ トチ氏に

会 う。マラさんは「自分が登れなかったのは食料

が数 日でなくなったこと、装備をハイ 。ポーター

が使用 したためだ」と苦情を言 う。こちらの事情

を話すが、聞く耳を持たない様子だ。 しかし最後

は仲良 く昼食をとって別れる。次に日本大使館に

挨拶 してホテルに戻る。

装備の一部を小包で送るため郵便局に行くが、

大きさ、重量共に規定をオーバーしていると受け

付けてくれないため、梱包のしなおしだ。

9月 4日  ヒンズー教行事のため会社、官公庁

が休みであり、今日もシカール社の精算ができな

い。朝、N・ DoJAYAL氏が訪ねて来 られ、私たち

の登頂を自分のことのように喜んで下さった。そ

して明日まで多額のお金を貸 して下さり、ただた

だ感謝するばかりだ。

9月 5日  シカール社の精算を済ませてから、

JAYAL氏が昼食に招待 して下さり、出かける。夫

人も同席され、楽 しい一時を過す。

木下、小泉、市川は、寺沢、貝塚、シカール社

員に見送られて成田へと飛び立つ。 (記 木下 )

お わ り に

「 7,000m峰に′」の夢は、隊員 2人 とハイポ

ーター 1人が登頂し実現 した。

これは、国内での準備、インドでの渉外その他

の用務、登山活動に入ってからはルートエ作に、

荷上げにと全員が持てる力をフルに出して頑張っ

たからだと思う。加えて、天候がうまく味方 して

くれたこと、ハイポーターの雇用なども要因であ

った。

「インドでは、こちらの計画どおりには進まな

いと考えた方が無難」と経験者からの助言があっ

た。 しかし、今回は、こちらに ミスがあった場合

も含めて、予定 どおり事が運んだ。隊員は勿論、

リエゾン 。オフィッサー、エージェントが努力 し

たからではあるが、インドの役所 も臨機応変に処

理する融通性が出てきたのだろうか。兎に角、B

Cま で日程に狂いが生 じなかったのは幸運であっ

た。

登山活動が終りに近ず くと「次はどこを考えて

いる」が話題になった。 8,000m峰に、興味を持

っている地域にある山を等々、夢が芽生え始めて

いる。各々の置かれている現実を考えると、次の

計画の強力な担い手になれるかどうかはわからな

いが、HAJ女 子隊が計画されることを願ってや

まない。

今回の計画は、発端からHAJ諸 先輩の適切な

助言 と手助けがあったからこそ実現させることが

できました。この場を借 りて、お礼申し上げます。

(木下祥子 )

▲パルカチ氷河 を す る
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《中 国 》

チベ ッ トで独立要求 デ モ

9月 29日 のラサ発新華社電によると、27日 午前

10時頃、自治区政府の所在地ラサで21の ラマ僧と

雪の山にライオン像の旗を掲げた 5人が「チベッ

トは独立すべきだ」などのスローガンを叫びなが

ら市内の繁華街を練 り歩き、チョカン (大昭寺)

広場では周りに集まった人々にアジ演説 し、さら

に自治区政府前迄デモを続けたと云う。

10月 1日 、新華社電によると、ラサで9月 27日

に続いて、ラマ僧10人余りと身元不詳者数10人が

「チベット独立」を叫んで八角街をデモ。警官隊

と衝突 し、発砲騒ぎに発展、死者 6名、重傷者 19

名を出した。

3日 、ラサの警察当局はラマ教寺院を封鎖し、

夜間外出禁止令を布告。『人民 日報』は「祖国分

裂に反対 し、安定団結破壊に反対する」との評論

員論文を掲載。中国当局はラサか らのデモに関す

る報道を禁止 した。また、インドのニューデリー

でチベットからの亡命者約 300人が抗議デモを繰

り広げた。インド亡命中のグライ 。ラマ14世は、

同日、人権擁護グループが、中国政府によるチベ

ット人の処刑、投獄を中止させるよう働きかける

ことを求めた声明を当地の事務所で発表 した。

また、この日、スイスの首都ベルンでもチベッ

ト人 200人が中国大使館前で集会を開いた。

4日 、『人民日報』は新華社記者の騒乱現場ル

ポを掲載、中央テレビはデモの模様を初報道 した。

5日 、ラサのガンデン寺院など 3つのラマ教寺

院の指導者が国連に対 し、「チベット独立への支

持、中国当局の人権抑圧への非難」を訴える声明

を発表。同日、党対外連絡部スポークスマンは記

者会見 し、ラサのデモ騒乱を批判 した。

7日 、中国外務省スポークスマ ンは記者会見し、

「情勢は一応平静化」とラサの状況を説明し、米

上院本会議が 6日 、チベットの人権問題解決を決

議 したことは「内政干渉」と抗議 した。また、中

HIMALAYA NEWSI■■

国国家民族委スポークスマンは、シガッェでもデ

モが発生 したとの報道を否定 した。

この日、インド政府は、中国チベ ット自治区と

接する国境を閉鎖、国境警備隊に対 し、チベ ット

からの難民流入を阻止するよう、命 じた。

また、青海省とチベットを結ぶ青蔵公路 も閉鎖

された。

8日 、チベット自治区外事弁公室は、ラサで取

材中の米国など15人の外国人報道機関記者に48時

間以内の退去を通告 した。

北京放送などによると中国の全国人民代表大会

外務委員会は、ペル氏 ら米上下院議員ら3人のチ

ベ ット問題に関する発言は、「内政干渉」であり、

「最大の遺憾」と「強烈な非難」を表明する声明

を発表 した。

新華社は同日、ラサが平静を取 り戻 したと報道。

10日 付の『人民日報』は、チベ ットからの外国

人記者退去通告に米国務省が遺憾の意を表明 した

ことについて、中国外務省が発表 した「報道の自

由に制限を加えるものではない」 との見解を示 し

た。

この 9月 下旬からチベットの ラサで起った一連

の騒動により、中国外務省スポークスマンは14日 、

チベットヘの外国人の旅行は、なお当分認められ

ないとして、次のように述べた。

チベット自治区人民政府は、正式に許可を受け、

既に協定を結んでいる観光団以外は、当分の間、

旅行者および訪間客を受け入れない旨決定 した。

(以上、各新聞のニュースから)

チ ョー・ オ ュー登頂 と

パ ラグライダー下降

中国側からのチョー・オュー (8,021m)登 頂

と同峰か らのパラグライダーを目指 していたカモ

シカ同人登山隊 (高橋通子隊長)は 9月 20日 、21

日、22日 の 3日 間に高橋隊長を含む 6隊員全員 と

報道隊員 2名、及びシェルパ 5名が登頂に成功 し

た。また、21日 に登頂 した高橋和之隊員は頂上か

らパラグライダーにて Bc付近に下降 した。

同隊は 9月 1日 にBC(5,700m)を 設営 し、

登山活動を開始 していた。
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同志 社大隊 の カン ト派遣延期

インド国境近 くのチベット自治区山南地区錯那

県に鴛える未踏峰カント (7,089m)を 目指す予

定だった同志社大学カント峰登山隊は、中国側か

ら中印国境付近の緊張を理由に受け入れ困難 との

通告を受け、来春以降に出発を延期することにな

った。

2つの未踏峰は陥落せず

○メイ リーシュエシャン (梅里雪山、 6′ 740m)

雲南省の最高峰である同峰の初登頂を目指 した

上越山岳協会梅里雪山登山隊 (多 田勇三総指揮、

渡辺義一郎隊長ら9名)は、 8月 12日 に昆明を出

発し、16日 に徳欽県の明永村を経由してBC(3,040

m)に到着。其の后、AOBC(3,800m)、 Cl

(4,200m)と 順次キャンプを展開したが、連 日

の悪天候により、 9月 6日 までの21日 間で結局、

4,900m迄達 っしただけで断念 となった。

雲南省西北部の横断山脈に位置する同峰周辺の

この時期の天候は、連日、雨 (高所では雪)と霧

で、主峰を見ることが出来たのは、帰る日 1日 だ

けと云う最悪の状態のようであった。現地のチベ

ット族の村民の話では、 1年で一番天気のいい時

期は、 6月 から8月 の初旬にかけてだそうで、10

月の初旬か ら5月 頃にかけては雪が降ると云う。

○クラウン (皇冠峰、 7′ 295m)

新彊ウィグル自治区の西端、カラコルム山脈に

ある同峰の初登頂を目指 した静岡大学西域学術登

山隊 (山本良三登山隊々長 ら13名)は、 6月 18日

に大本営入りした後、ABC(4,410m)、  Cl
(5,100m)、 C2(5,800m)、 C3(6,550m)

と順次キャンプを展開したが、 8月 22日 、 6,950

mを最高到達点に断念となった。

《パキスタン》

駐パ大使に小林氏、

パキスタン観光省登山局長も交代

政府は8月 21日 に任期が長 くなった駐中国、駐

英、駐国連の三大使の交代をはかる方針を固め、

それぞれ 9月 中に後任が発令された。この移動に

伴い、柳健―・駐パキスタン大使は、オース トラ

リア大使になられ、 (中島敏次郎前オース トラリ

ア大使は、駐中国大使になられた。)柳・駐パ大

使の後任には小林俊二氏が充てられた。

小林 俊二氏 (こ ばやし。しゅんじ)

昭和 5年 7月 19日 生、法務省入国管理局々長か

ら駐パ大使。

また、パキスタン政府観光省登山局長のMUN~

EER①ЫN氏 も此の程、退任され、後任にはM.

HANIF RAZA氏 が就任された。

ナンガ・パルバ ット (中 央側稜)断念

ナンガ・パルバ ット (8■ 26m)の 中央側稜を

目指 していたアウ ト・ ドアーズ 。ジャパンクラブ

・ ナンガ・パルバ ット登山隊は登頂を断念 し帰国

した。

7月 31日 、BC着。 8月 2日 より高所順応を開

始 し、4日 、Cl着。アプローチのゴルジュの中

に滝があり1本 ロープを固定する。

第 2ス テージとしてC3への工作を目標として

8日 にスター ト。ヴィーラント氷壁はノーザイル

で往復 し、c3の台地下に抜けるルンゼから雪稜

を風雪の中で工作 し、 6本のロープを固定する。

第 3ス テージはヴェルッェンバ ッハ・ クーロヮ

ールを突破する目標だったが、 3日 日、C2(ヴ
ィーランド氷壁の中のデポ地)に着いて一休み中、

頭上の氷塔を越えた雪崩を被り、河野が全装備を

入れたザックを流失。 BCへ下り、玉田、早坂の

みの苦 しい資材荷上げとなる。河野はBCl,000

メー トル下の雪漢で シュラフ、羽毛服などの貴重

品を回収、紛失品は、シェル・ルー ト (南西稜 )

をあきらめたアメ リカ隊より購入 し、4日 目に一

気にc3へ復帰 して来た。天候は良 く、10日 に及

ぶ第 3ス テージで 1ピ ッチを残 して工作終了。

9月 1日 、月が満月になる日に照準を合せてア

タック・スター ト。 3日 目に最高点に達した時、

氷塔の崩壊に 3名とも負傷、河野、早坂の傷は重

く、初めに河野、再度登り直して早坂をBCに収

容、ただちにアス トールの病院へと下る。

10日 、元気になってBCへ戻ったが結局、玉田
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単独によるアタックとなり、大変苦戦 してヴェル

ッェンバ ッハのルートを作 り直し、メルクル氷田

へ抜けたところで、体力の限界を悟 り、 9月 20日、

一気に 3,000メ ー トル下降 してBCに戻 り、登山

を終了 した。

(同隊々長 玉田 仁 )

《イン ド》

カ シ ミー ル で 印パ 衝 突

インド国防省スポークスマンは29日 、パキスタ

ンと国境を接する北部カシミール地方のシアチェ

ン地区にあるインド軍の駐屯地に、23日 から25日

までの 3日 間、パキスタン軍が繰り返 し夜間攻撃

を仕掛けてきたが、インド軍はこれを撃退 し、パ

キスタン兵 150人を殺害 したと発表 した。インド

側の死傷者は「非常に少ない」という。

(10月 1日 朝日新聞)

《ネパーール 》

ポ ス ト期 の 日本 隊

○ガネッシュ・ ヒマールV峰 (6′ 986m)

福井山岳会ネパールヒマラヤ登山隊 (牧野治生

隊長 (42)ら 5人)は、チ リメ 。コーラから同峰

の南面に入 り、 9月 8日 、 4,300m地 点にBCを
設営 し、未踏の南稜ルー トに挑んだ。其の後、Cl、

C2、 C3と 上部キャンプを展開 し、10月 4日 登

頂に成功 した。登頂したのは渋谷好司 (29)、 松

田靖彦 (28)両隊員とシェノレ 2ヾ人。一行は 6,300

mの C3か らアタックして頂上に立った。

同峰は、1980年に慈恵医大・ネパール合同隊が

サンジェ氷河北面ルートより初登頂しているが、

このルー トは現在、中国領 となっているためネパ

ール側か ら登 ることはできない。

○プモリ (7,161m)

群馬県・境町山の会プモ リ峰登山隊 (大橋良雄

隊長ら11名 )は、10月 12日 に南稜から登頂に成功

した。登頂 したのは金子悦治 (30)、 高田智博 (28)

両隊員とシェルパ 1人で、午前11時55分 に頂上に

立った。

HIMALAYA NEWSI■ ■

世界最高峰は、やはリエベレス ト

伊調査委が K2説を否定

イタリア国立調査委員会のエベ レス ト調査チー

ムは 7日 、 t'世界の屋根"と いわれるヒマラヤ山

脈のエベレストが、K2よ りも高く、世界最高峰

との結論に達 したと発表 した。

調査チームを指導 した地質学者のアルディト・

デジオ氏 (1954年 K2初登頂のイタリア隊の総隊

隊長)に よると、両山ともこれまで測定された標

高よリエベ レス トは24メ ー トル、K2は 5メ ー ト

ルそれぞれ高く、エベ レス トは 8,872m、 K2は
8,616mの高さだったという。

2つの山の高さについては、米国の調査隊がこ

とし3月 、K2の方がエベ レス トより275m高 い

との調査結果を発表 し、世界一論争が起っていた。

(10月 9日 朝日新聞)

西蔵登山協会代表団来 日

10月 25日 ～31日 にかけて洛桑達瓦氏 (西蔵体育

運動委員会主任)を団長 とする西蔵登山協会代表

団 5名 が来日した。今回の来日は、去る 4月 に長

野県山岳協会と友好兄弟山岳協会協定を締結 した

のを記念 して、その祝賀 と一層の友好発展のため

に長山協が招請 したもので、一行は滞在中、長野

。東京などで友好 0懇親を深められた。

HAJで も25日 に歓迎夕食会を開いて遠来の古

い友人を歓迎 し、今年のラプチェ・ カン合同登山

や将来の西蔵登山計画などについて懇談 した。

東京集会のお知 らせ

11月 の東京集会は、中国・チベット登山協会と

の合同で初登頂に成功 したラプチェ・ カン登山隊

の報告を予定 しております。多数のご来会をお待

ちしております。

日 時  11月 30日 (月 )午後 7時～

場 所   HAJル ーム
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ヒマラヤ登山入門

●

デ リ ー 到 着

塔乗機がデ リーのインディラ・ガンジー国際空

港に到着 したら、エアー・ ブリッジ (2階)か ら

出て、階段またはエスカレーターで 1階の到着フ

ロアーヘ降り、以下の順序で入国手続きを済ます。

○入国審査 (lmmigration)

機内で記入 した入国カード (Disembarkation

Card or Landing Card)と パスポー トを提出し

てビザのチェックを受け、入国のスタンプを押 し

て貰う。

○荷物の引き出 し (Baggage C!aim)

インデイラ。ガンジー国際空港
,,叫 0ヽ″●

'■ '″

0●●●■
'脚

コ 藤 ,■■

lF:到 着フロアー

B
:喬物―晴預り
:タ クシー券発行所

C
:ホテル案内

E:菫行
F:現地旅行彙者案内
G:タクシーカ発行所
H:
|:花 ヨ
J:テレックス

T:トイレ

イ
ヽ

`/ ヒマラヤ編 (6)
口 ゛

P

日本出国の時に預けた自分達の荷物をターンテ

ーブルから取る。

O税関 (Custom)

申告品の無い場合は、緑色ランプ (Green Ch―

annel)の 検査台へ行 く。

申告品が有る場合は、赤色 ランプ (Red Chan―

nel)の 検査台へ行 く。

荷物は調べられたり、ノーチェックだったり…

いろいろであるが、プラパール・ ボックスなどの

目立つ箱物は中身を聞かれたり、T・ B・ RoE(To―

wist Baggage Re― Expo■ )を きられたりする場

合がある。

N

■ ■

輌

“

申告 (ネ )

■ ■ ■ ■ ■

:l量世世

雙間申告 (赤 )

インディラ・ ガンジー国際空港

甲 甲 77
‖||‖謝‖UUuu
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ビデオ・カメラやテープレコーダーなどもパス

ポートにToB OR・ Eを記入される。パスポー トに

記入された携行品を紛失 したような場合は、警察

の紛失証明がないと、販売 したと見なされ、出国

時にパスポートに記載された金額を支払わされる。

トランシーバーを手荷物 として持参 した場合は、

ここで申告 して、 トランシーバーをデポする。そ

して証明書 (L釘面ng Certificate)を 貫って後日、

受取ることになる。

また、隊荷をアナカンで別送 している場合、荷

受人者となっている人は、入国カー ド (Disemb―

arkation)の 下半券のFor Ctttoms ClearaК eの

項でアナカン別送品のあることを申告 しておかな

ければならない。

一免税で持ち込めるもの一

①酒 1本・(750 ml以内)

②タバコ200本 (1カ ー トン)、 または葉巻50本、

またはキザ ミタバコ50gま で。

※インド航空のデ リー便は、1987年 4月 から香

入国時にパスポー トに記載 された TBRE Mは
出国時には必ず消 して貰 う必要がある。

(LANDING CERT:FICATE)

港には寄港 しなくなり成田からバンコックヘ直行

することになった。バンコックの トランジットは

機内待機のため免税店でのショッピングは出来な

いので、この便を利用する人は、酒、タバコの免

税品は成田で仕入れていく必要がある。次に、帰

国時に持ち帰ることを前提に無税で持ちこめる物

品は以下の通 り。

①カメラ 1台 (申告すれば 2台 まで可)

② 8ミ リ、またはビデオカメラ 1台
③スチール用フィルム 25本 (申告すれば75本ま

で可)

ムービー用フィルム 1,000フ ィート(申告すれ

ば3,000フ ィートまで可)

④腕時計  1個
⑤テープ・ レコーダー 1台

⑥ラジオ 1台
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○銀行での両替 (Exchange)

外へ出てしまうと両替所はないので、市内まで

の交通費など当座必要のお金を両替 して、インド

の通貨ルピーを手に入れておくこと。高額紙幣ば

かりでなく小額紙幣にも両替 しておくことを忘れ

ずに。

○市内ヘ

エージェントに空港の出迎えも頼んだ隊は、エ

ージェントの用意 してくれた車に荷物を積み込ん

でホテルに迎えばよい。

タクシーを利用してホテルヘ行 く場合は、空港

のタクシー・ チケット・カウンター (別図参照)

でホテル名と氏名等を告げ、所定の料金を払うと

引換に予約券をくれる。予約券に表示された番号

のタクシーを見つけて乗 り込む。

イン ドでの現地渉外

最近の風潮としてお金をかけない遠征がもては

やされ、何々隊がいくらでやれたそうだから自分

達 もその位でやろう、と云った結果だけを鵜呑み

にしてまねをする登山隊が多い。然し、自分達の

能力を良く見極めて対処 しないと、インドまで苦

労 しに行ったのか、登山 しに行ったのか判 らない

ような本末転倒の結果になりかねない。

インド・ ヒマラヤを訪れる日本隊の多くは、成

田か ら成田まで30～ 40日 間の比較的短期間で出か

ける登山隊が殆である。短い期間の中で少 しでも

ベース 。キャンプから上の登山活動に日数を割 く

ためには、現地での渉外活動やアプローチをスム

ーズに運んでロスを少なくする必要がある。それ

には、インドが初めての登山隊などは、やはり現

地エージェントの力を借りて煩わしい渉外業務を

クリアーするのがベターであろう。

どうも日本人は
く
水とサービスはタダ"と 云っ

た感覚が根強 く、なかなかサービスにお金を払う

と云う事には抵抗があるようだ。然 し、前述 した

ように馴れない渉外業務に無駄な時間 と体力を費

いやすよりも、その時間をお金で払 う、と思えば

そう高いものではない筈である。

エージェントは、サービスをビジネスとしてい

るのであるから、頼んだものには当然お金がかか

るのである。どうも日本人にはそれがガメツイと

映るらしい。

炎熱地獄のようなデリー市内を無駄な労力を使

って走りまわり、挙句のはて寝込んで しまったり

しては元 も子もない。自分達の経費予算の使い道

を良 く考えて、労を少なくして山へ向う事が肝要

である。

IMF本舎の宿泊利用について

1980年に建てられたインド登山財団 (IMF)
の本舎には、宿泊施設などの内部設備も完備され

ており、インド・ ヒマラヤを訪れる登山者に格安

な料金で宿泊施設等が提供 されている。

以下にその宿泊施設の管理規則を紹介する。

①この施設を利用できるのは外国の登山隊及びイ

ンドの登山・ トレッキング隊、それに IMFの メ

ンバーに限定されている。

②最初に 7泊 までの予約ができる。それ以上の滞

在延長は、施設のこみ具合によって許可される。

③宿舎は男女別々になっている。

④宿泊設備 としては、シングル・ ベットが用意さ

れている。

⑤宿泊料は、 1泊 5ド ル。枕、毛布、敷布は別料

金無しで用意される。

⑥予め連絡すれば、朝食、昼食、夕食、ベッド・

ティーなども用意 される。

料金は、朝食 5 Rs、 ベジタリアンの昼食と夕食

が各 7.5 Rs、 ノン・ベジタリアンの昼食と夕食は

各15Rs、 ベッド・ティー l Rs、 (尚、これらの料

金は若千変更することもあり得る)

⑦給湯、給水が用意される。

③パン、バター、 タバコ、マッチ、 ローソク、歯

ミガキ、石ケンetcな どの生活用品は売店に用意

し、掲示板にそれ らの価格を明示する。

③宿泊 してない者が宿泊者を訪れることは許され

るが、勝手に宿舎に泊ることは許されない。

⑩ IMF本舎及び宿舎に於いてバクチをしてはい

けない。

①宿泊者は、管理規程、規則を遵守し、宿舎をき

れいに整理整頓 しなければならない。

⑫宿舎の予約には、施設料金の20%を 支払わなけ

ればならない。
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連  載 中国の少数民族 匿亜璽頭亜霊亜コ〈8〉

チベットとその周辺の少数民族たち

山森 欣一

ア リ (阿 里)の チベッ ト族

(2)聖地周辺

チャンタン高原からインダス河の流れに沿って

南に下ると半砂漠化 した中に大きな街が現われる。

西チベ ットの中心地「獅泉河」である。この街は

チベット自治区にあるものの、経済圏としては、

新彊のカシュガルに密着 している。街のバザール

にもウイグル系の顔が多 く見られる。普蘭から延

びる通信網もカシュガルヘ通 じている。

将来はここに飛行場を作 って聖地巡礼にも便宜

を計 りたいと地区の責任者はいう。工場群も並び

それなりの意気込みがうかがえた。

街か ら1時間半ほど下るとインダス河の支流が

合流する地点に出る。 2時間も走ると、又、チベ

ットの世界に逆戻 りする。点在するテントは山々

に扶まれた谷合いにひっそりとある。インダス川

右岸にもまばらに家が見える。私達が希望 した西

チベットに一時代を築いた「古格王国」遺跡への

別れ道は細 く小さな谷へ消えていた。レーからラ

サ入 りを目指 したヘディン達の頃にはこの付近に

中心地「ガル トック」が栄えていたはずだ。 ジー

プの中から身を乗 り出してみるがそれらしき村は

見当 らない。

やがて、インダスの最上流部に近づ くと、何も

なく、動物もいなくなった。サ トレジとの流れを

、書記の

-21-
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イ 日土 匡]   (チ ャンタン高原)
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分ける峠を下ると、そこにはた くさんの遊牧民と

ウサギ、マーモットなどの天国であ った。遊牧の

中には、ネパールで見るドッコを背負 っている者

もいる。

門士の村は付近から石炭が採れるための招待所

である。ここで青海か ら9ケ月歩いてカン・ リン

ポチェヘ巡礼に来た 2人のラマに会った。カン・

リンポチェを20周 したという。

門士から西には、ガルワールの山脈がかすかに

見える。 2時間ほどでカン・ リンポチェの山麓に

着 く。

カン・ リンポチェの中心地は大金 (ダ ルチェン)

である。チベットの巡礼達は、思い思いにテント

を張っている。遠 く青海や四川か ら一年以上も歩

いてここへやってくる。多くの巡礼達は、何周か

する。ちなみに五体投地礼で一周すると、普通に

歩いて周る13回分に相当すると言い伝えられてい

る。五体投地礼は平地でも一日 3～ 4 km進 めれば

良い方だという。

ネパール西部から来た若いポン教の女性に逢っ

た。少 しばかり英語が話せる。完全装具を付けて

五体投地礼を続けるその顔は、明るく晴れ晴れと

していた。ネパールからは、カリ河に沿って国境

を越えて多くのヒンディ達が巡礼にやってくる。

チベット人とは明らかに異った顔立ちで山羊や羊

に木を積んで くる。

ポ 河

カン・ リンポチェの周わりには、四つの寺院が

あったらしいが、東側と南側の二つがかろうじて

形をとどめている。 文化大革命の折 には、普蘭

(昔のタクラコット)をはじめ多 くの寺院が若き

紅衛兵によって破壊されたといわれる。チベット

でもその多 くはチベット人の紅衛兵であったと知

▲ナムナニ偵察のヤクエ

プランのヤクエ、ニンマ
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り驚いた。

都会化の波は、既にこの  ・
.

聖地周辺まで及び、チベ ッ

ト古来の服を脱 ぎ捨て、洋

服に身を包む生活が徐々に

浸透 している。開放 され、

多 くの観光客を迎えるには、

招待所の設備が必要 となり、

そ こに働 く服務員達 は、身

も心 も脱チベ ットとなって

行 くのであろうか。

8月 1日 は、人民解放軍

の創立記念 日であ り、 これ

に併わせて普蘭で大 きな祭

があった。舞台正面 には大

き くカ ン・ リンポチェが描かれ、次々とチベ ット

の踊が披露 されて行 く。古老が 4人単調な リズム

に合わせて踊 る。一見優雅に見えるこの踊 り手達

も、もうほとんど少 くなっているという。テント

生活から離れて久 しい者達が、テント生活の伝統

を守り、それをチャンタン高原でテント生活をし

ている人々が観る。

若者達の踊りは活発だ。晴れの舞台にチベット

服に身を固めた女性服務員達は嬉 しそうに踊る。

彼女達にとってチベット服は、祭 りに着る晴着と

なってしまっているのである。

ネパール国境へ歩いて一時間ほどの所に科加寺

があった。修復 された中でラマ達が読経をしてい

▼門士付近のチベッ ト娘

た。正面の幕で覆われた中に立派な「砂マンダラ」

が作 られていた。カリ河をこのまま下って行けば

もうシミコットまでは 2～ 3日 の行程である。

マファモツォか ら東へ向かいヤル・ッァンポー

の源流を訪ねた。ほとんど無人地帯を行く。やが

て 5,000mを 越えるマヨム・ラを下ると、ヤル・

ツァンポーの北側の源流であるマヨム・ッァンポ

ーに出る。この河岸段丘の美 しい地帯に 4張のテ

ントがあった。我々のテントをのぞきに来る子供

達は羊の皮で縫 った独特のコー トを着ている。顔

は薄黒 く鼻水も溜 っている。ラサか らヤル・ ッァ

ンポー沿いにカン・ リンポチェを巡るトレッキン

グが盛んになれば、やがてこの付近にも招待所が

立ち、この子供達も羊のコ

ートから黒皮のコー トに変

れるのであろうか。

広大な土地に、わずか 5

万人 しかいないアリ地区。

チベット人に、いつの時代

にも民族衣裳を着て暮すこ

とを期待するのは不遜であ

ろう。

しかし、顔は薄黒 くとも

目に輝きを持 って生きてい

る今の時代の方がはるかに

幸福のような気 もしたので

あった。
▲ネパール国境近 くのクジャ寺のラマ達
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10月 8日 に中・ ソ国境のホルガス (雹 示果斯 )

□岸が外国人に開放されるとの情報を得て、新彊

ウィグル自治区のウルムチか ら天山北路を辿 って

ソ連ウズベク共和国のタシケントに至るシルクロ

ー ドの旅に出かけてきた。

10月 に入ってからの天山北路は、既に秋も深ま

り、あのコバルトブルーに輝 くセリム湖畔の草原

も見事な黄い大地となっていた。チュルク語で、

「草原を駆ける自由人」を意味すると云 うカザフ

族の人達 も冬の放牧地へと移牧 した後だった。

果物の谷と呼ばれる ″
果子淘

″で素晴らしい紅

葉を満喫 して、一夜をカザフ族のユルト (天幕 )

に泊めて貰った。 ドンプラを奏でながら歌 う彼 ら

の歌に耳を傾け、サモワールで注がれるチャイを

ご馳走になった。

かつては広漠 とした中央アジアの大地を草を求

めなが ら1年 に2,000肺 余も移動 したと云われる

が、今は中国でもソ連で も、国の政策として定住

する方向に向いつつあるようだ。

チベットであのような騒乱が起っているとは露

知 らず、伊梨地区での少数民族とのふれあいを胸

に、我々はホルガス河を越えて同じカザフ族の住

むソ連・ カザフ共和国へと足を踏み入れた。

天 府 の 霊 峰

ロヨ  |
ヨ 宝  頂

1986年夏、HAJは 四川省登山協会との合同で

帳山々脈の最高峰、雪宝頂 (5,588m)へ 登山隊

を派遣 した。登山は日中登攀隊員14名中、13名が

8月 5日 、 6日 の両日に亘 って初登頂に成功 した。

此の程、この日中友好の足跡を記 した報告書が

上梓された。

B5版、64ペ ージ、カラー写真 8ペ ージ、モノ

クロ写真多数

(頒 価) 1,700円 (送料込み)

(連絡先)〒-160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル506 日本 ヒマラヤ協会

(10月 )

ヒマラヤm192発送

中・ ソ辺境旅遊隊帰国

事務局打ち合わせ (稲 田、尾形 )

冬期K2集会

ゲニ隊報告書編集委員会

西蔵登山協会代表団歓迎夕食会

(遠藤、稲田、新貝、飛田、尾形、

16名 )

事務局打ち合わせ (稲田、尾形 )

東京集会 (15名 )

中江 。中島新旧駐中国大使歓送迎

会 (尾形)

謎 の 河 の 秘 峰

4ざ .==~r 
マ  ノ ペ リ

14日 (水 )

16日 (金 )

19日 (月 )

20日 (火 )

21日 (水 )

25日 (日 )

26日 (月 )

28日 (水 )

ヒマラヤの謎の河として知られるヤル・ッァン

ポー河の大湾曲部には、南にナムチャバルワ、北

にギャラ・ペリと云 う2つの玉峰が対峙している

1986年秋、HAJ隊 は悪天候に苦 しめられなが

らも先ず手初めにこのギャラ・ペリを陥落した。

中国登山に関する資料が豊富に盛込まれている。

B5版  127ペ ージ、カラー写真 4ペ ージ、モ

ノクロ写真12ペ ージ。

(頒 価) 2,000円 (送料込み)

(連絡先)〒-160東京都新宿区高田馬場3-23-1

淀橋食糧 ビル506 日本 ヒマラヤ協会

ヒマラヤNo.193(12月 号 )

昭和62年 11月 10日 印刷  62年 12月 1日 発行

人 遠 藤   登

人 尾 形 好 雄

所 日本 ヒマラヤ協会

東京都新宿区高田馬場 3-23-1
淀橋食糧 ビル 506号

行

集

行
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発

〒

-24-

□ □ 回 回 団



′勿僣|ソ
la′ダン6%晟疹夜看́膨7Zほ死

―
遠征隊、トレッキング、秘境への旅

―
あらゆる申請・許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なa
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

Z久 72クラ動″フ堅Z:』:ゴ響ガ 望ヨ「03‐574‐8880
〒105東 京都港区新橋3-26-3会計Dレ4F 三井航空サービス代理店2452号

=2EAsuRE 7ouR

トレッキング・登 山隊の許可取得か ら航空券 。現地手配 までお引 き受 けいた します。
～ネパール・インド・ ブータン・パキスタン・ 東南アジア・ アフリカ・ 南米～

わ遊猪考
東京本社 〒 101東 京都千代 田区神 田神保 町 2-2 新世界 ビル 5階  803(
大阪営業所〒 541大 阪市東 区平野町 4-53‐ 3ニ ュー ライフ平野町202号室 806(
カ トマ ンズ営業所  JAI HIMAL TREKKING(P)Ltd. P

KA T HIM A N D U. NEPAL て,221707
運輸大 臣登録一般旅行業 607号

0

式
祗

林
含

1391(代表 )

1391(代 表 )

. B O X 3017

237
202

トレッキング・海外登山
シルクロード・秘境旅行
のパイオニア
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ヒマラヤヘ 装備

∫
感
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ギ

○遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/年 160東 京都新宿区百人町2丁 目2番 3号 803(208)6601～ 3

●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁 目123番 地80486(41)5707

0水道橋登山店/〒 101東 京都千代田区三崎町2丁 目8番 14号●03(264)5575～ 6

●神田登山店/〒 101東 京都千代田区神田神保町1丁 目8番地803(295)0622

●新宿西日店/〒 160東 京都新宿区新宿1丁 目16番 7号 803(346)0301代
)

。高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番地80273(27)2397(代 )

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁 目4番 8011(222)5305

●新潟店/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号80252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番 地の36号80222(97)2442

0町田ジョルナ店/〒 194東 京都町田市原町田6丁 目6番地14号●0427(26)6248(代 )

●フーズショップ/〒 160東 京都新宿区百人町2丁 目2番 43号803(232)1286

0外商部/〒 160東 京都新宿区大久保2丁 目19番 10号 a03(200)7219

●事務所/〒 160東 京都新宿区百人町1丁 目4番 15号803(200)1004
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